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道 標 新学習指導要領と教育の情報化　～情報活用能力の育成に向けた児童生徒のＩＣＴ活用～
平成30年３月に告示された新高等学校学習指導要領

では、情報教育の目標を「情報活用の実践力」、「情報
の科学的な理解」及び「情報社会に参画する態度」の
３観点で捉える考え方について、情報活用能力を育む
ための指導内容や学習活動を具体的にイメージしやす
くした指導を充実させるとしている。
情報活用能力についても、各教科等において育むこ

とを目指す資質・能力と同様に、「知識・技能」、「思考力・
判断力・表現力等」及び「学びに向かう力・人間性等」
の３つの柱によって捉えていくこととし、それを通じ
て情報活用能力を「世の中の様々な事象を情報とその
結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決したり自分の考えを
形成したりしていくために必要な資質・能力」として
いる。このことによって、児童生徒が育む資質・能力
がより明確になり、学習や指導が一層充実していくこ
とが期待されている。
情報を活用して問題を発見・解決したり、自らの考

えを形成したりする学習活動について、前年度に出さ
れた新小学校学習指導要領では「情報や情報手段の良
さや課題があることに気付く」、「情報手段の基本的な操
作ができる」ことが重視され、中学校では「抽象的な
分析も行えるようにする」など、小学校より高いレベ
ルが求められる。高等学校では「科学的な知として体
系化していく」といった総合的なことが目標とされた。
このような情報活用能力を確実に育んでいくために

は、教育課程全般を見据えながら、組織的に取り組ん
でいくことが重要である。情報技術を適切かつ効果的
に活用しながら、問題の発見・解決に取り組むなど児
童生徒が「主体的・対話的で深い学び」を実現してい
くことも期待されている。
本号では、新学習指導要領における「情報活用能力」

の育成に向け、児童生徒がわかりやすく深まる学習に
するためには、どのように ICTを効果的に活用すれば
よいか考察していきたい。
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